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我
が
国
に
は
、
唐
鈔
本
（
作
品
が
写
本
か
ら
版
本
へ
と
形
態
が
移
行
す
る
以
前
、
書
写
で
流
布
し

て
い
た
テ
キ
ス
ト
）
に
由
来
す
る
旧
鈔
本
と
呼
ば
れ
る
写
本
資
料
が
伝
存
し
て
い
る
。
金
沢
文
庫
旧

蔵
の
『
文
選
集
注
』
や
、『
白
氏
文
集
』
は
、
そ
の
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
旧
鈔
本
で
あ
る
。
こ
の
旧

鈔
本
は
、
白
居
易
詩
文
の
本
来
の
編
成
と
本
文
と
を
留
め
て
お
り
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
極
め
て
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。
現
在
、
中
国
や
日
本
の
『
白
氏
文
集
』
の
版
本
の
中
で
は
、
日
本
の
元
和
四
年
に

那
波
道
円
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
木
活
字
本
『
白
氏
文
集
』
は
、
そ
の
旧
編
成
を
留
め
る
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
。
た
だ
、
版
本
で
あ
る
の
で
、
そ
の
本
文
は
宋
本
系
の
テ
キ
ス
ト
に
属
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

旧
編
成
で
あ
る
の
で
、
そ
の
直
接
の
底
本
は
北
宋
刊
本
か
と
推
定
さ
れ
る
。
北
宋
刊
本
に
は
、
旧
鈔

本
の
本
文
が
、
こ
れ
ま
た
遺
存
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
今
回
、
私
は
、
特
に
『
白
氏
策
林
』
の

四
巻
を
中
心
に
し
て
、
那
波
本
・
朝
鮮
本
（
整
版
本
・
活
字
本
）・
紹
興
本
と
の
細
か
い
異
同
を
調

査
し
て
み
た
。
そ
の
際
、『
管
見
抄
』（
旧
鈔
本
）
及
び
北
宋
前
期
に
成
立
し
た
『
文
苑
英
華
』
の
本

文
も
参
照
し
た
。
そ
の
結
果
、
那
波
本
に
は
、
上
述
の
推
定
の
如
く
、
少
数
の
例
で
は
あ
る
が
、
旧

鈔
本
の
本
文
あ
る
い
は
北
宋
刊
本
の
本
文
が
遺
存
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
今
後
は
、
他
の
巻

数
に
対
し
て
も
、
以
上
の
諸
本
を
使
用
し
て
細
か
い
校
異
を
作
製
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
埋
も

れ
て
い
た
旧
鈔
本
乃
至
北
宋
刊
本
の
本
文
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
本

所
在
の
那
波
道
円
刊
『
白
氏
文
集
』
の
諸
本
に
は
、
旧
鈔
本
と
の
異
同
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
テ

キ
ス
ト
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。宮
内
庁
所
蔵
の
那
波
本『
白
氏
文
集
』が
そ
の
一
本
で
あ
る
。

中
国
本
土
で
は
唐
鈔
本
は
も
と
よ
り
、
旧
編
成
を
残
し
て
い
た
北
宋
刊
本
も
全
く
滅
ん
で
お
り
、
南

宋
版
も
前
詩
後
文
本
の
新
編
成
の
宋
版
し
か
遺
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
那
波
本
の
旧
編
成
は
『
白

氏
文
集
』
全
体
を
解
釈
す
る
為
に
は
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。
那
波
本
の
直
接
の
底
本
と

な
っ
て
い
る
朝
鮮
版
（
整
版
本
・
活
字
本
）
と
の
校
異
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
旧
鈔
本
、
北
宋
刊
本
、
紹
興
刊
本
、
那
波
本
、
朝
鮮
版

那
波
本
の
源
流
と
成
立
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❶〈
旧
鈔
本
〉
の
成
立
と
伝
存

❷ 

那
波
本
「
白
氏
策
林
」
と
旧
鈔
本
及
び
『
文
苑
英
華
』
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